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ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の日通支店までご連絡ください。
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アトラクションやレストランなどの営業時間、
イベントの開催時期が変更されている場合が
ございます。事前にご確認ください。
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Belgium

画家アンソールとデルヴォーの 
愛した北海沿岸の街
ベルギーの北海沿岸は、東はオランダから西はフランスまで約100キロに渡って延びる地域で、そこに
は15の街がある。中でも「オオステンド」と「サント・イドスバル」は、ベルギーが誇る画家ジェームス・
アンソールとポール・デルヴォーがこよなく愛した街である。日本の海岸線とは趣が違う北海沿岸や街中
をトラム（路面電車）で巡り、画家の足跡を訪ねてはいかがだろうか。

北海沿岸地域

1 Mer du Nord
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海
辺
の
女
王
と
呼
ば
れ
る
街 

オ
オ
ス
テ
ン
ド

オ
オ
ス
テ
ン
ド
が
19
世
紀
に
な
り
急
激
に
発
展
し

た
の
は
、
こ
こ
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
を
往
来
す
る
フ
ェ

リ
ー
の
発
着
港
だ
っ
た
か
ら
だ
。
多
く
の
英
国
人
が
訪

れ
た
こ
と
に
よ
り
「
浜
辺
で
の
日
光
浴
」
と
い
う
習
慣

が
持
ち
込
ま
れ
、
保
養
地
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
王
室
や
貴

族
、
富
裕
階
級
が
こ
ぞ
っ
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
の
優
雅
な
建
物
が
立
ち
並
ぶ
、
華
や
か

で
美
し
い
リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
大
戦

後
、
そ
の
多
く
は
近
代
的
な
建
物
に
替
わ
っ
て
い
る
。

オ
オ
ス
テ
ン
ド
へ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
汽
車
で

1
時
間
半
。
ま
ず
は
、
駅
前
か
ら
延
び
る
海
岸
沿
い
の

道
を
通
っ
て
ア
ン
ソ
ー
ル
美
術
館
に
行
こ
う
。
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ー
フ
ー
ド
を
扱
う
露
店
や
魚
市
場

を
見
な
が
ら
進
む
と
、
カ
ジ
ノ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
興

行
す
る
ク
ル
サ
ル
・
オ
オ
ス
テ
ン
ド
の
巨
大
な
建
物
が

見
え
て
く
る
。
そ
の
斜
め
前
に
あ
る
美
術
館
は
、
元
は

ア
ン
ソ
ー
ル
が
50
代
の
と
き
に
叔
父
か
ら
譲
ら
れ
、
そ

の
後
30
年
過
ご
し
た
家
で
あ
る
。

仮
面
の
画
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ン
ソ
ー
ル

芸
術
作
品
に
は
、
制
作
者
の
精
神
状
態
や
感
性
、
生

活
状
況
が
影
響
す
る
た
め
、
作
品
を
見
れ
ば
制
作
者
の

性
格
・
気
質
な
ど
が
分
か
る
と
い
わ
れ
る
。
ア
ン
ソ
ー

ル
の
絵
に
は
な
ぜ
仮
面
、
骸
骨
、
死
神
が
頻
繁
に
登
場

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

は
、
そ
の
生
涯
に
あ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ン
ソ
ー
ル
は
1
8
6
0
年
4
月

13
日
、
英
国
人
の
父
と
ベ
ル
ギ
ー
人
の
母
の
第
一
子

と
し
て
誕
生
。
父
は
富
裕
層
の
出
身
で
、
医
学
を
修
め

た
知
的
で
芸
術
を
愛
す
る
英
国
人
。
一
方
、
母
は
教
養

の
な
い
家
庭
で
生
ま
れ
、
感
情
の
起
伏
が
激
し
く
精

神
的
に
不
安
定
で
、
文
盲
だ
っ
た
。
避
暑
で
ベ
ル
ギ
ー

を
訪
れ
て
い
た
ア
ン
ソ
ー
ル
の
父
は
家
族
の
反
対
を

押
し
切
り
結
婚
し
た
た
め
、
以
後
実
家
と
は
疎
遠
と

な
っ
た
。
ア
ン
ソ
ー
ル
が
幼
少
の
頃
は
、
事
業
に
失
敗

し
た
父
を
、母
が
「
家
柄
を
鼻
に
か
け
た
怠
け
者
」、「
無

為
従
食
」
と
口
汚
く
の
の
し
る
こ
と
が
日
常
だ
っ
た
。

女
性
優
位
の
環
境
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
父

は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
な
り
、
家
庭
内
は
ま
す
ま

す
不
和
に
。
そ
の
反
面
、女
た
ち
か
ら
甘
や
か
さ
れ
て
、

わ
が
ま
ま
に
育
っ
た
ア
ン
ソ
ー
ル
は
、
母
が
営
む
土
産

物
屋
の
裏
で
一
人
遊
び
を
し
た
り
海
を
見
て
育
っ
た
。

反
抗
的
で
暴
力
的
、
自
己
主
張
の
強
い
性
格
の
た
め

中
学
を
1
年
で
中
退
し
た
が
、
彼
の
絵
の
才
能
を
信

じ
た
父
の
勧
め
で
17
歳
の
と
き
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の

王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
に
進
ん
だ
。
し
か
し
教
授
た
ち
に

こ
と
ご
と
く
反
抗
し
、
都
会
の
喧
騒
に
疲
れ
た
彼
は

20
歳
で
帰
郷
。
実
家
に
居
候
し
、
生
涯
オ
オ
ス
テ
ン

ド
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

25
歳
の
と
き
に
肺
炎
を
患
い
、
そ
の
頃
か
ら
奇
想
な

モ
チ
ー
フ
が
絵
に
現
れ
る
。
家
族
の
中
で
た
だ
一
人
ア

ン
ソ
ー
ル
の
理
解
者
だ
っ
た
父
が
道
端
で
頓
死
し
た
こ

と
や
、
所
属
し
て
い
た
美
術
グ
ル
ー
プ
「
二
十
人
会
」

か
ら
出
展
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
作
品
に
無

理
解
な
批
評
家
や
世
間
へ
の
怒
り
、
周
囲
の
人
が
自
分

を
あ
ざ
笑
う
と
い
う
被
害
妄
想
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
っ

た
。
以
来
彼
の
絵
に
は
、
け
ば
け
ば
し
い
色
使
い
で
不

気
味
な
薄
笑
い
を
浮
か
べ
る
仮
面
や
骸
骨
、
威
嚇
す
る

よ
う
な
群
衆
が
多
く
登
場
す
る
。

40
歳
頃
に
な
る
と
、
や
っ
と
絵
が
理
解
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
加
え
、
母
や
叔
母
の
死
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
が
軽

減
さ
れ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
の
頃
か
ら
迫
力
に

欠
け
た
絵
し
か
描
け
な
く
な
っ
た
。
69
歳
で
男
爵
に
列

せ
ら
れ
、
73
歳
の
と
き
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
オ
ン
・

ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
章
。
し
か
し
89
歳
で
没
す
る
ま

で
、
そ
の
奇
妙
な
行
動
や
風
変
わ
り
な
性
格
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、
仮
面
の
絵
の

訳
が
推
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
2
0
2
0

年
に
新
装
さ
れ
た
美
術
館
は
、
ハ
イ
テ
ク
が
駆
使
さ	

れ
、
見
応
え
十
分
で
あ
る
。
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ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ

北
海
の
旨
い
も
の

北
海
は
「
灰
色
の
小
エ
ビ
」、「
舌
平
目
」、「
ム
ー
ル	

貝
」
が
安
く
て
お
い
し
い
。
特
に
「
灰
色
の
小
エ
ビ
」

の
濃
厚
な
う
ま
味
は
、
他
の
エ
ビ
で
は
絶
対
に
味
わ
え

な
い
。
く
り
抜
い
た
ト
マ
ト
に
詰
め
た
小
エ
ビ
は
、
シ

ン
プ
ル
だ
が
極
上
の
前
菜
だ
。
ム
ー
ル
貝
と
フ
リ
ッ
ト

の
組
み
合
わ
せ
も
、
ベ
ル
ギ
ー
人
が
愛
す
る
家
庭
料
理

な
の
で
、
ご
賞
味
あ
れ
。
タ
マ
ネ
ギ
と
セ
ロ
リ
で
蒸
し

た
も
の
は
ど
の
店
で
食
べ
て
も
お
い
し
い
が
、
美
術
館

の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
庶
民
的
な
店
「
コ
ン
ボ
イ
ス
」
の

大
盛
の
ム
ー
ル
貝
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
た
だ
し
コ
シ
ョ

ウ
が
強
め
な
の
で
、
少
な
め
に
と
頼
む
と
よ
い
だ
ろ

う
。
英
国
人
の
影
響
で
、
北
海
沿
岸
の
街
に
は
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
が
多
い
の
で
、
海
を
見
な
が
ら
ベ
ル
ギ
ー
名
物

の
ワ
ッ
フ
ル
や
ク
レ
ー
プ
で
お
茶
を
す
る
の
も
い
い
。

デ
ル
ヴ
ォ
ー
の
街 

サ
ン
ト
・
イ
ド
ス
バ
ル

「
ポ
ー
ル
・
デ
ル
ヴ
ォ
ー
美
術
館
」
が
あ
る
サ
ン
ト
・

イ
ド
ス
バ
ル
へ
は
オ
オ
ス
テ
ン
ド
か
ら
汽
車
で
も
行
け

る
が
、
乗
り
換
え
や
、
着
い
て
か
ら
駅
で
タ
ク
シ
ー
を

つ
か
ま
え
る
の
が
難
し
い
の
で
、
ト
ラ
ム
が
便
利
で
あ

る
。
乗
り
降
り
す
る
人
々
や
道
沿
い
の
家
々
を
眺
め
な

が
ら
の
約
1
時
間
の
旅
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
生
活
が
垣

間
見
ら
れ
楽
し
い
も
の
だ
。

も
し
時
間
が
許
せ
ば
美
術
館
見
学
の
前
後
に
街
の

中
を
見
て
回
ろ
う
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
可
愛
い
街

は
、
オ
オ
ス
テ
ン
ド
と
違
い
観
光
客
が
少
な
く
、
別
荘

を
持
つ
人
々
が
長
く
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
お
い
し

い
と
評
判
の
飲
食
店
が
多
い
。
ベ
ル
ギ
ー
王
室
御
用
達	

の
「
ジ
ュ
ー
ル
・
デ
ス
ト
ル
ー
パ
ー
」
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
は	

日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
孫
で
北
海
沿
岸

き
っ
て
の
パ
テ
ィ
シ
エ
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
ス
ト
ル
ー

パ
ー
の
店
へ
は
、
国
境
を
越
え
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
買	

い
に
来
る
人
が
い
る
ほ
ど
だ
。
ま
た
、
極
上
の
肉
を
食
べ	

た
け
れ
ば
、
そ
の
は
す
向
か
い
に
あ
る
「
デ
ィ
エ
レ
ン

ド
ン
ク
」
が
お
勧
め
。
多
く
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
御
用
達
の
肉
屋
な
の
で
、
肉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
仕
出
し
料
理
の
種
類
が
豊
富
で
お
い
し
い
。
美
術

館
は
、こ
の
辺
り
か
ら
徒
歩
で
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ポ
ー
ル
・
デ
ル
ヴ
ォ
ー

ポ
ー
ル
・
デ
ル
ヴ
ォ
ー
は
、
ベ
ル
ギ
ー
東
方
、
フ

ラ
ン
ス
語
圏
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
州
で
1
8
9
7
年
に
生

ま
れ
た
。
父
は
控
訴
裁
判
所
の
弁
護
士
、
母
は
教
育
熱

心
で
厳
格
と
い
う
知
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
一
家
だ
。
デ
ル

ヴ
ォ
ー
が
4
歳
の
と
き
、
一
家
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移

住
。
7
歳
違
い
の
弟
が
生
ま
れ
る
ま
で
母
の
愛
を
一
身

に
受
け
て
育
っ
た
。
夢
想
家
の
彼
は
、
蒸
気
機
関
車
や

当
時
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
ト
ラ
ム
に

熱
中
し
、
中
学
の
と
き
は
、
大
好
き
な
叔
母
か
ら
も	

ら
っ
た
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
Ｓ
Ｆ
冒
険
小
説
『
地

底
旅
行
』
を
愛
読
、高
校
で
は
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ュ
ッ

セ
イ
ア
』
に
傾
倒
し
、
難
し
い
ラ
テ
ン
語
科
に
進
み
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
を
学
ん
だ
。

19
歳
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ
る
王
立
の
美
術
学
校
、

ア
カ
デ
ミ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
建
築

科
に
進
む
が
落
第
、
22
歳
で
同
校
の
絵
画
科
に
再
入
学
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す
る
。
両
親
の
家
の
一
室
を
改
装
し
て
、
ア
ト
リ
エ
を

構
え
た
の
が
26
歳
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
画
廊
や
格
式
の

高
い
美
術
ホ
ー
ル
な
ど
で
個
展
を
開
く
と
い
う
快
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

画
風
の
転
換
期

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
が

ち
な
デ
ル
ヴ
ォ
ー
だ
が
、
初
期
は
師
の
影
響
で
新
印
象

派
や
表
現
主
義
の
様
式
で
描
い
て
い
た
。
30
歳
の
と
き

に
パ
リ
で
初
め
て
デ
・
キ
リ
コ
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
そ

の
並
外
れ
た
手
法
に
驚
嘆
。
ま
た
同
邦
の
ル
ネ
・
マ
グ	

リ
ッ
ト
の
絵
画
表
現
に
影
響
を
受
け
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア

リ
ス
ム
運
動
に
接
近
し
た
。
こ
れ
が
第
一
の
転
換
期	

だ
。
次
が
32
歳
の
と
き
。
生
涯
の
ミ
ュ
ー
ズ
と
な
る
タ

ム
と
出
会
う
が
、
母
の
猛
反
対
と
タ
ム
の
親
か
ら
の
拒

絶
に
よ
り
泣
く
泣
く
別
れ
る
こ
と
に
。
デ
ル
ヴ
ォ
ー	

は
、
タ
ム
と
別
れ
た
頃
か
ら
、
同
じ
顔
の
裸
の
女
性
を

繰
り
返
し
描
く
よ
う
に
な
る
。
50
歳
の
と
き
に
サ
ン	

ト
・
イ
ド
ス
バ
ル
で
偶
然
タ
ム
と
再
会
。
当
時
の
夫
人

と
は
離
婚
し
、
数
年
後
に
タ
ム
と
再
婚
し
た
。

そ
の
円
熟
期
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
重
要
な
建
物
に
大

き
な
壁
画
を
描
い
た
り
、
大
規
模
な
回
顧
展
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
個
展
を
開
く
な
ど
、
世
界
を
股
に
か
け
活
躍

し
た
。
53
歳
で
カ
ン
ブ
ル
に
あ
る
国
立
美
術
・
建
築
学

校
の
絵
画
部
門
の
教
授
と
な
り
、
以
降
長
く
教
壇
に

立
っ
た
。
68
歳
で
母
校
の
校
長
と
な
る
。
85
歳
で
美
術

館
を
オ
ー
プ
ン
、
97
歳
の
と
き
に
美
術
館
か
ら
6
キ
ロ

離
れ
た
古
都
フ
ュ
ル
ヌ
の
自
宅
で
死
去
。
そ
の
悲
報
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も
報
じ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

ポ
ー
ル
・
デ
ル
ヴ
ォ
ー
美
術
館
は
、
彼
自
身
が
気
に

入
っ
て
購
入
し
た
別
荘
を
改
装
し
た
も

の
で
、
緑
あ
ふ
れ
る
静せ

い
ひ
つ謐
な
環
境
に
立

つ
。
彼
が
使
っ
た
画
材
や
若
い
頃
の
デ
ッ

サ
ン
、
風
景
画
、
汽
車
の
模
型
な
ど
、

偉
大
な
作
家
の
創
作
活
動
が
巧
み
に
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。	

（
宮
崎	

真
紀
）

● アンソール美術館 
www.ensorstad.be

● ポール・デルヴォー美術館 
www.delvauxmuseum.be

1 ポール・デルヴォー美術館の内部　2 オオステンドにあるベルエポック期のクルサル・オオステンド 
3 アンソールの代表作『キリストのブリュッセル入場』（一部）4 3 の絵のモデルとなった仮面　5 噂の「灰
色の小エビのトマト詰め」　6 クルサル・オオステンドに展示されているデルヴォーの壁画　7 ステファ
ン・デストルーパーのパティスリーの外観　8 デルヴォーの『森の中の駅』　9 ポール・デルヴォー美術館
の外観　10 デルヴォーの『緑のソファー』　写真： 1 © FPDM Peter Blanckaert、2 © galerij1、3 © 
visit-oostende、4・5・7 © MakiMiyazaki、 6 © Alexander Dumarey、8・9・10 © FDPM-MUSEE
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ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
と
ノ
ル
ト

ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州

に
ま
た
が
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

地
方
に
位
置
す
る
古
都
、
オ
ス
ナ
ブ

リ
ュ
ッ
ク
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
宗
教
対
立
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
起
き
た
30
年
戦
争
を
終
結

さ
せ
る
講
和
会
議
が
行
わ
れ
た
平
和

都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
」
は
、

1
6
4
8
年
に
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク

と
近
隣
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
交
渉
が

行
わ
れ
、
締
結
さ
れ
た
。
2
つ
の
会

場
が
必
要
だ
っ
た
理
由
は
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
指
導
者

が
お
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
を

拒
否
し
た
た
め
と
い
う
。

こ
の
条
約
は
欧
州
の
国
際
情
勢

を
規
制
す
る
礎
と
な
り
、
国
際
平
和

問
題
を
処
理
す
る
際
に
は
会
議
外
交

が
重
要
な
役
割
を
帯
び
る
よ
う
に

な
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
オ
ス
ナ
ブ	

リ
ュ
ッ
ク
市
庁
舎
の
1
階
入
り
口
す

ぐ
左
に
あ
る
「
平
和
の
間
」
は
、
予
約	

な
し
で
見
学
で
き
る
。
世
界
最
初
の

大
規
模
な
国
際
会
議
と
い
わ
れ
る
講

和
会
議
に
参
席
し
た
使
節
団
や
領
主

た
ち
42
人
の
肖
像
画
が
室
内
の
壁
一

面
に
飾
ら
れ
て
お
り
、
圧
巻
だ
。
参

席
者
が
座
っ
た
歴
史
あ
る
長
椅
子
に

腰
を
下
ろ
し
、
当
時
の
交
渉
シ
ー
ン

を
想
像
し
て
み
る
の
は
い
か
が
か
。

観
光
名
所
は
、
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
と	

し
て
栄
え
た
旧
市
街
に
集
中
し
て
い

る
。
商
人
た
ち
が
会
合
を
行
っ
た
市

庁
舎
前
マ
ル
ク
ト
広
場
か
ら
ク
ラ
ー

ン
通
り
に
は
魅
力
的
な
切
妻
屋
根
の

家
屋
や
木
組
み
の
家
が
連
な
り
、
市

民
が
集
う
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル	
典
子
）

［ ドイツ ● オスナブリュック ］

世界最初の大規模な国際会議が開かれた地

オスナブリュック市庁舎「平和の間」

INFORMATION
オスナブリュック・インフォメーション・センター 
Rathausinformation
Markt 30, 49074 Osnabrück 
+49 541 323 2152 
www.osnabrueck.de

Germany
1 1512 年建立の後期ゴシック様式のオスナブリュック市庁舎　2 クラ―ン通り
に面した 1586 年築の木組みの家は目を見張る美しさ　3 市庁舎入り口扉のノブ。
平和の象徴ハトと条約締結を表す「1648 年平和」をお見逃しなく　4 平和の間。
事前予約をすれば夜警ガイドツアーもできる　写真：4 © Stadt Osnabrück
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スペイン日本通運（株）

Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

スペイン日通公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: nee.removal@neeur.com

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

締
め
く
く
り
と
な
る
1
月
6
日
の
前

夜
に
「
東
方
三
賢
者
の
パ
レ
ー
ド
」

が
行
わ
れ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

が
誕
生
し
た
際
、
東
方
か
ら
3
人
の

賢
者
が
贈
り
物
を
携
え
て
祝
福
に
来

た
と
い
う
言
い
伝
え
に
倣
っ
て
、
5

日
の
真
夜
中
に
東
方
三
賢
者
が
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
。

そ
の
賢
者
た
ち
を
迎
え
る
た
め
の
パ

レ
ー
ド
が
「
ラ
・
カ
バ
ル
ガ
ー
タ
・ 

デ
・
レ
ジ
ェ
ス
・
マ
ゴ
ス
」
だ
。

大
都
市
で
は
三
賢
者
に
加
え
て
、

妖
精
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
ダ
ン
サ
ー

が
踊
る
山
車
や
、
空
中
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
山
車
、
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
す
る
山
車
な
ど

が
次
々
と
行
進
し
、
豪
華
な
路
上

シ
ョ
ー
が
楽
し
め
る
。
高
さ
数
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
動
物
や
花
の
オ
ブ

ジ
ェ
も
練
り
歩
き
、
見
応
え
は
抜
群

だ
。
見
物
だ
け
で
も
十
分
楽
し
い 

が
、
カ
バ
ル
ガ
ー
タ
の
醍だ

い

ご

み

醐
味
は
、

山
車
か
ら
沿
道
に
投
げ
ら
れ
る
紙
吹

雪
と
飴
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
！ 

空
か
ら
降
っ
て
く
る
飴
を
取
ろ
う
と

子
ど
も
た
ち
は
大
盛
り
上
が
り
。
こ

の
夜
に
ば
ら
撒
か
れ
る
飴
の
総
量
は

一
都
市
だ
け
で
数
十
ト
ン
に
上
る
。

小
さ
な
村
の
カ
バ
ル
ガ
ー
タ
も
お 

勧
め
。
地
元
の
音
楽
隊
が
引
率
す
る

い
く
つ
か
の
山
車
に
地
元
の
子
ど
も

た
ち
を
乗
せ
て
、
飴
を
投
げ
な
が
ら

村
を
練
り
歩
く
。
規
模
は
小
さ
く
華

や
か
さ
に
は
欠
け
る
が
、
喧
騒
を
避

け
て
パ
レ
ー
ド
を
見
ら
れ
、
飴
を
た

く
さ
ん
取
れ
る
な
ど
の
良
さ
が
あ
る
。

ど
こ
で
見
学
す
る
に
も
飴
を
入
れ

る
袋
を
お
忘
れ
な
く
！

 

（
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
大
田 
朋
子
）

［ スペイン ● 各地の市町村 ］

飴をまきながら進む仮装行列

東方三賢者のパレード

INFORMATION
ラ・カバルガータ・デ・レジェス・マゴス 
La Cabalgata de Reyes Magos
日時：毎年 1 月 5 日の夕方スタート

（大都市では 18:00 – 21:00 頃まで開催。都市により異なる） 
料金：無料 
詳細はスペイン各都市・市町村の市庁舎ホームページでご確認ください

Spain1 サンタクロースではなく三賢者が贈り物を届けに来る　2 動物や妖精、花などの仮装行列が続く　
3 ダンスなどのパフォーマンスのレベルも高い　写真：© ボッティング大田朋子
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引越しは

日本だけでは

ありません！

世
界
的
に
も
有
名
な
日
本
の
カ

プ
セ
ル
ホ
テ
ル
に
は
、
物
珍
し
さ
か

ら
泊
ま
っ
て
み
た
い
と
言
う
外
国
人

観
光
客
も
多
い
そ
う
だ
が
、
実
は
ミ

ラ
ノ
市
内
に
も
存
在
す
る
。
そ
れ
が 

「
オ
ス
テ
ル
ズ
・
ミ
ラ
ノ
」
だ
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
1
0
0
個
の
ボ
ッ

ク
ス
型
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
雰
囲
気
は
ま
さ
に

日
本
の
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
の
よ
う
。

バ
ス
共
同
で
ベ
ッ
ド
だ
け
の
部
屋
が

メ
イ
ン
だ
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
バ
ス
ル
ー
ム
付

き
の
部
屋
も
あ
る
。
全
5
フ
ロ
ア
の

う
ち
、
4
フ
ロ
ア
は
客
室
、
1
フ
ロ

ア
は
共
同
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
宿
泊
客
同
士
の
触
れ
合
い

を
大
事
に
す
る
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
、

カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
充

実
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
も
つ
な
が
れ
る
よ
う
、
ホ

テ
ル
内
だ
け
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
て
、
宿
泊
客
同

士
が
そ
こ
で
情
報
交
換
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

ミ
ラ
ノ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ

ア
の
人
気
都
市
の
ホ
テ
ル
は
、
往
々

に
し
て
宿
泊
代
が
高
い
の
が
問
題
だ

が
、
オ
ス
テ
ル
ズ
は
値
段
も
か
な
り

お
手
頃
。
イ
タ
リ
ア
ら
し
い
お
し
ゃ

れ
な
デ
ザ
イ
ン
で
設
備
も
充
実
し
て

お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
や
サ
ー
ビ

ス
も
良
質
な
の
で
、
十
分
楽
し
い
ホ

テ
ル
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
。
今
後
は

イ
タ
リ
ア
の
他
都
市
や
、
ひ
い
て
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
に
も
進
出

す
る
予
定
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

旅
先
で
見
つ
け
た
ら
ぜ
ひ
利
用
し
て

み
て
ほ
し
い
。

 

（
田
中 

美
貴
）

［ イタリア ● ミラノ ］

おしゃれなイタリア版カプセルホテル

オステルズ・ミラノ

INFORMATION
オステルズ・ミラノ 

Ostelzzz Milano
Via Giorgio Jan, 5/A , 20129 Milano 

+39 333 163 0121 
www.ostelzzz.com

Italy
1 イベントスペースもあり、ホテルを超えたサービスが受けられる　2 イタリアで
も人気の卓球も楽しめる　3 カフェなどの公共スペースが充実　4 長期滞在者の強
い味方。スタイリッシュなランドリールーム　5 まさに日本のカプセルホテル風。
清潔でデザインも良い　写真：© Ostelzzz
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Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15, No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey 
TEL: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
e-mail removal.istanbul@neeur.com

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr

冷
蔵
庫
の
な
か
っ
た
時
代
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
サ
ラ
ミ
な
ど
肉
製
品
の
加

工
は
、
鮮
度
が
外
気
温
で
保
た
れ
る

寒
い
季
節
の
仕
事
だ
っ
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
伝
わ
る
冬
の
行
事
「
デ
ィ

ス
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
ガ
ー
シ
ュ
（
豚
の

解
体
）」
で
は
、
早
朝
か
ら
近
所
の 

人
々
や
親
戚
が
集
ま
っ
て
豚
を
解
体

し
、
そ
れ
を
余
す
こ
と
な
く
使
っ
て

保
存
食
を
作
る
。

「
コ
ル
バ
ー
ス
」
は
パ
プ
リ
カ
パ

ウ
ダ
ー
が
入
っ
た
ド
ラ
イ
な
ソ
ー

セ
ー
ジ
。
そ
の
食
感
は
サ
ラ
ミ
よ

り
柔
ら
か
く
ス
パ
イ
ス
が
効
い
て
い

る
。
そ
の
ま
ま
で
食
べ
て
も
お
い
し

い
が
、
料
理
に
使
う
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

ら
し
い
独
特
の
風
味
が
出
る
。「
サ

ロ
ン
ナ
」
は
豚
の
脂
身
を
塩
漬
け
や

燻く
ん
せ
い製

に
し
た
も
の
。「
フ
ル
カ
」
と

呼
ば
れ
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
は
レ
バ
ー

と
血
の
2
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

米
が
一
緒
に
詰
め
ら
れ
る
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
肉
加
工

品
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
の
時

期
に
旬
を
感
じ
る
食
材
だ
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
固
有
品
種
の
「
マ

ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
」
豚
の
飼
育
も
盛
ん 

だ
。
毛
足
が
長
く
寒
さ
に
強
い
の
で

冬
の
間
も
放
牧
さ
れ
、
カ
ボ
チ
ャ
や

ド
ン
グ
リ
な
ど
自
然
飼
料
を
食
べ
な

が
ら
伸
び
伸
び
と
成
長
す
る
。
そ
の

肉
質
は
柔
ら
か
く
、
良
質
な
脂
を

た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
サ
ラ
ミ
や
コ
ル
バ
ー
ス
は
高

級
品
と
し
て
市
場
な
ど
で
売
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
を 

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
も
増
え
て
い
る
の
で
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
来
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み

よ
う
。 

（
鈴
木 

文
恵
）

［ ハンガリー ● ブダペスト ］

冬に負けない巻き毛の豚

マンガリッツァ

Hungary
1 コルバースやフルカを売る屋台。ブダペストで毎年2月に開催されるマンガリッツァ・ 
フェスティバルにて　2 長い巻き毛に覆われ、愛らしい風貌のマンガリッツァ豚　写真：
© Fumie Suzuki
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Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130

Poland

［ ポーランド ● ポズナン ］

見方が変われば形も変わる !?

バウティク・ビルディング

INFORMATION
バウティク・ビルディング 
Wieżowiec Bałtyk
ul. Roosevelta 22, 60-829 Poznań 
+48 790 751 251 
www.baltykpoznan.pl 
時間・休：店舗によるのでウェブサイトで確認を

コンコルディア・デザイン 
Concordia Design
www.concordiadesign.pl 
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「
バ
ウ
テ
ィ
ク
」
と
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

語
で
バ
ル
ト
海
を
意
味
す
る
が
、
遠

く
離
れ
た
内
陸
の
都
市
ポ
ズ
ナ
ン
の

複
合
施
設
に
、
な
ぜ
そ
の
名
が
付
い

た
の
か
。
1
9
2
9
年
～
2

 

0

 

0

 
2
 

年
の
間
、
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
バ
ウ

テ
ィ
ク
と
い
う
名
の
映
画
館
を
踏
襲

し
た
か
ら
で
あ
る
。
高
さ
67
メ
ー
ト

ル
、
16
階
建
て
で
、
角
度
に
よ
っ

て
形
が
違
っ
て
見
え
る
の
が
特
徴
。

大
通
り
か
ら
見
れ
ば
、
ま
る
で
バ

ル
ト
海
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト
の
よ
う
。

2
0
1
7
年
に
完
成
し
た
こ
の
ビ
ル

は
、
多
目
的
ビ
ル
の
建
築
を
専
門
と

す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
会
社
Ｍ
Ｖ
Ｒ

Ｄ
Ｖ
に
よ
り
設
計
さ
れ
、
そ
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

現
在
は
オ
フ
ィ
ス
や
銀
行
、
飲
食

店
な
ど
が
入
る
。
3
、
4
階
の
フ
ロ

ア
を
広
く
使
っ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
は
、
眺
め
の
良
い
の
が
売
り
だ
。

外
か
ら
も
、
遠
く
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
走

る
人
の
姿
が
見
え
る
。
最
上
階
の

し
ゃ
れ
た
バ
ー
で
は
、
美
し
い
夜
景

が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
を
演
出
。

そ
の
隣
に
立
つ
ビ
ル
は
「
コ
ン
コ

ル
デ
ィ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
」。
19
世
紀

の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
っ
た
古
い
印

刷
所
を
改
築
し
た
も
の
だ
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
現
代
美

術
発
掘
の
場
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
展
覧
会
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

両
建
物
間
の
街
路
樹
の
あ
る
広
場 

で
は
、
写
真
や
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
芸 

術
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー 

ト
な
空
間
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
み

て
は
。 

（
ス
プ
リ
ス
ガ
ル
ト 
友
美
）

1・2 見る角度によって形が変化するバウティク・ビルディン
グ　3 バウティク・ビルディングとコンコルディア・デザイン
の間の野外スペースでは、ミニ展覧会などが開かれる　4 古い
歴史を持つ印刷所を改築したコンコルディア・デザインは現代
アートを発信　写真：© Tomomi Splisgart

3
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europe  now ヨーロッパの街から

雨
水
を
砂
丘
と
い
う
天
然
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
ろ
過
す
る
広
大
な

自
然
保
護
公
園
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

水
道
砂
丘
」。
オ
ラ
ン
ダ
沿
岸
部
の

美
し
い
大
自
然
を
体
感
で
き
る
こ
の

公
園
は
、
ハ
ー
ル
レ
ム
や
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
と
い
っ
た
大
き
な
都
市
の
近

郊
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
に
な
る

ほ
ど
静
か
な
別
世
界
で
あ
る
。

公
園
に
は
白
い
斑
点
が
入
っ
た
黄

褐
色
の
夏
毛
を
持
つ
野
生
の
ダ
マ
シ

カ
が
2
5
0
0
頭
以
上
も
生
息
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
確
実
に
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
草
原
や
森
で

草
を
食
む
姿
は
、
ま
る
で
バ
ン
ビ
と	

フ
ァ
リ
ー
ン
の
よ
う
だ
。
餌
付
け
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
近
づ
く
と
警
戒

し
て
す
ぐ
に
逃
げ
て
し
ま
う
が
、
散

策
道
に
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
て
悠
々
と

歩
く
姿
が
眺
め
ら
れ
る
と
き
も
あ
る
。	

そ
ん
な
と
き
は
急
に
動
か
ず
、
静
か

に
見
守
ろ
う
。
牡
鹿
の
立
派
な
枝
角

は
春
先
に
抜
け
落
ち
る
た
め
、
散
策

中
に
角
探
し
も
楽
し
め
る
。
運
が
良

け
れ
ば
キ
ツ
ネ
な
ど
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
ち
ら
も
餌
や
り
は
厳

禁
な
の
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

34
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
公

園
に
は
4
つ
の
入
り
口
が
あ
り
、
そ
れ	

ぞ
れ
の
入
り
口
か
ら
は
色
分
け
さ
れ

た
2
つ
の
散
策
ル
ー
ト
を
辿
る
こ
と

が
で
き
る
。
ど
れ
も
約
4
〜
9
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
平
坦
な
道
だ
が
、

ト
イ
レ
や
売
店
は
な
い
た
め
、
し
っ

か
り
と
準
備
し
て
か
ら
出
発
し
よ
う
。

オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
よ
う
な
表
情
豊

か
な
大
空
の
下
、
草
木
が
生
い
茂
っ

た
広
大
な
砂
丘
を
歩
け
ば
、
最
高
の

気
分
転
換
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し

だ
ろ
う
。	

（
東
風	

伊
吹
）

INFORMATION
アムステルダム水道砂丘 

Amsterdamse Waterleidingduinen
Bezoekerscentrum De Oranjekom（ビジターセンター） 

Eerste Leijweg 6, 2114BH, Vogelenzang 
+31 20 608 75 95 
awd.waternet.nl 

開園時間：毎日（日出〜日没） 
ビジターセンター：火〜日 10:00 – 16:30 

料金：1 日券 1.50€（18 歳以上） 
※犬・自転車等入園不可 

※入り口は4カ所にあるのでウェブサイトで要確認

1 見渡す限りの平地で表情豊かな空を満喫　2 間近で草を食むダマシカのつがい　写真：© 
Ibuki&Pen

［ オランダ ● ザントフォート／ノールドワイク／ブルーメンダール ］

広大な砂丘にすむバンビに会える

アムステルダム水道砂丘

12

オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
TEL: +31(0)20-500-5200　FAX: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-MAIL: removals@neeur.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック
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バローロは、イタリア北部のピエモンテ州で造られる

最高格付け DOCG（統制保証付き原産地呼称）の赤ワイ 

ン。「王のワインにして、ワインの王」と称される、イタ

リアの偉大なワインの一つです。

この DOCG に認定されている 11 の村の中でも、主要

な村は 5 つ。セッラルンガ・ダルバ、モンフォルテ・ダル 

バ、カスティリオーネ・ファレットがある東側は、鉄分が

多い土壌で重厚なワインが造られ、ラ・モッラ、バローロ

のある西側の土壌は、マグネシウムやマンガンが豊富でエ

レガントなワインとなります。

使われるブドウはネッビオーロ種 100%。イタリアで

最も高貴な品種の一つ。晩秋の霧（ネッビア）が多い 10

月から 11 月頃に収穫される晩熟型です。

バローロは最低 38 カ月、より長熟させるリゼルヴァ

は 62 カ月（いずれも期間内 18 カ月の木樽熟成が必要）

の法定熟成期間がありますが、ネッビオーロは熟成する

ほどに、その潜在的な複雑味や厳格さが増していきます。

バローロは、昔からの長い醸しや大樽熟成による、長

期熟成用の堅固な「伝統派」と、若いときから親しみや

すい、オークのニュアンスと果実味の強い「モダン派」

のワインに大きく分かれます。しかし実際は両者の技術

を折衷した自由なスタイルのワインが多いようです。

ジュゼッペ・マスカレッロは、1881 年から続く家族

経営の伝統派ワイナリー。所有するブドウ畑 12 ヘクター

ルのうち 6.2 ヘクタールは、カスティリオーネ・ファレッ

トのモンプリヴァート。バローロで最良の畑と呼び名も

高いモノポール（単独所有畑）です。

ブドウは丁寧に手積み、熟成には大きなスラヴォニア

ンオーク樽を使用。6 年置いてリリースされるワインに

は、常に最高品質を目指す現当主マウロ氏の、伝統と革

新への強い想いが込められています。

今回のワインは、傑出した 2004 年のもの（230€）。

オレンジを帯びたきれいなガーネット色で、バラの花び

らが舞い踊るような、芳しい香りに包まれるその後を、

ザクロ、苦味のある乾燥ハーブや甘草、タバコの風味が

追いかけます。ビロードのタンニンで包まれとても退廃

的な一方で、しっかりした酸味とアルコールのエネルギー

がみなぎっています。完璧なまでのバランスなのに、ど

こか危うげなニュアンス。現実と夢を行ったり来たり、

果てしなく深遠なワイン。これから少なくとも 15 年は

熟成を続けていくでしょう。 （鈴木 かづみ）

Giuseppe Mascarello e Figlio Barolo
DOCG Monprivato
ジュゼッペ・マスカレッロ・エ・ フィッリオ・バローロ DOCG・モンプリヴァート

【生産地】
イタリア、ピエモンテ州バローロ

【ブドウの品種】
ネッビオーロ 100％

【ワインひとくちメモ】
近年ブルゴーニュのように、畑
ごとの個性を表現するため、特
定の畑のブドウのみを使う「ク
リュ・バローロ」が注目を浴び、
2010 年ヴィンテージから MGA

（追加地理言及）としてラベル
への畑名表示が公式に認定され
ました（現在 181）。しかしフ
ランス語でいう単一畑とは異な
り複数の畑を含むこともある為、
ここでのクリュは正確には地区。

www.nipponexpress.com/moving/frフランス日通
公式サイト ：

フランス日本通運 パリ海外引越センター
お問い合わせは、日本語でどうぞ。
1 rue du Chapelier, BP 18177   95702 ROISSY CDG CEDEX

TEL +33 (0)1-4184 6350 E-MAIL  nittsu.paris@neeur.com
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細菌パワーが作る保存食
食品保存のため生活必需品となっている冷蔵庫や冷凍庫は、電気

発明以降の産物。人類の歴史上、かなり新しいことです。もちろん

以前には、缶詰やレトルト食品も存在していませんでした。乾物、

塩漬け、砂糖漬け（ジャムやシロップ類も含む）などと共に、古い

タイプの食品保存法に数えられるのが発酵食品です。日本の食卓で

おなじみの味噌や醤油、漬物、納豆、欧米ではヨーグルトやチーズ、

ピクルス、オリーブ、ザワークラウト、また空気乾燥系のハムやソー

セージ類など、いずれも細菌の助けなしでは発酵しません。

特に人気を集めているのは、善玉菌（プロバイオティク）と善玉

菌が好む繊維（プリバイオティク）の両方が同時に摂取できる、植

物性の発酵食品です。これらによる腸内環境への効果も研究が進 

み、今までスポットライトを浴びることのなかったキムチや味噌、

ザワークラウトなどの伝統的な発酵食品が、健康食品として世界中

で知られるようになっています。それ以外では、ケフィアやコンブ

チャ（紅茶キノコ）などの発酵飲料も人気です。

発酵食品が注目される理由
免疫システムの約 70% が腸（約 80% は消化管）に集中するた 

め、善玉菌や繊維質の摂取により腸内環境を良好な状態に保つこと

は、健康促進の必須事項といえるでしょう。異なる菌種を含んだ発

酵食品を数種、定期的に摂取する

のがお勧めです。代表的な菌種

は、バクテリアの乳酸菌やビフィ

ズス菌、また真菌類に属する麹

菌や酵母など。健康を促進する

ことから「善玉菌」にまとめら

れる各種の腸内細菌は、免疫力

の強化はもちろん、代謝や脳機能、また各種のホルモン合成にも関

わっています。例えば、あらゆる代謝をつかさどる甲状腺ホルモン

は、活性型 T3 の約 20% が善玉菌の助けで合成されます（すなわち、

腸内環境が乱れると、代謝機能が最大で 20% 低下）。腸内細菌と

脳の関係も研究が進み、鬱や自閉症との関連も確認されています。

発酵食品の注意点
発酵食品は高ヒスタミン食品なので、花粉症の時期に花粉症を患

う人が積極的に摂取すると、症状が悪化します。遺伝的または後天

的な理由で、ヒスタミン代謝が滞っている人もいます。この場合は、

花粉症持ちでなくても高ヒスタミン食品の総摂取量に気をつける 

必要があります。体内のヒスタミン値が上がりすぎると、頭痛、皮

膚炎、お腹の緩みなど、各種の炎症を伴うので、1 食につき小さじ

1 杯程度の単位で調節して自分に合う適量を把握しましょう。

発酵食品の豆知識
免疫力の要となる腸内環境は、腸内細菌の存在なしには語ることができません。

腸内細菌は、体内のあらゆる機能に関係していることが明らかになってきているため、
これらをサポートする発酵食品が注目を集めています。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞

イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

充実した異文化交流プログラム

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学研修、
UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science Workshop、
年3回のHome stay、現地校短期留学など。

生徒一人一台のラップトップ・校内 ICT化
email: eikoku@rikkyo.uk

オンライン学校説明会実施中（詳細はホームページをご覧ください。）

〈オンライン個別相談〉
随時受け付け中。（2020年12月21日～2021年1月3日を除く。）
イギリス時間：午前9時～午後6時
※お申し込み方法は本校ホームページ（学校説明会情報）にあります。

〈入試情報〉
中学部・高等部入学試験B日程 出願期間1月6日～15日
4月編入学試験 出願期間1月4日～8日
試験日は1月24日同時実施
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

18

年末年始になると各誌で新年の運勢や占いの特集が組まれます。新

聞・雑誌の星占い欄で自分の星座をチェックしている人も多いのでは。

そこで、今回は西洋占星術について取り上げてみましょう。

その歴史は、紀元前 6000 年頃のメソポタミアに遡
さかのぼ

るといわれま 

す。チグリス川とユーフラテス川の間で栄えたシュメール人による都

市文明では、農耕のために星の動きを観測していたようです。同じ地

で紀元前 2000 年頃に発展したメソポタミア文明では、バビロニア人

が国家や王の吉凶を判断するため、太陽や雲、星など天空の現象や自

然現象、動物の行動などから「予
オーメン

兆」を読み取る「プロト占星術」を

生み出しました。これが今日の占星術の基本となったようです。ニネ

ヴェの古文書館で発見された『エヌマ・アヌ・エンリル』には、紀元

前 7 世紀頃の粘土板に 7,000 を超える予兆が記録されています。

マケドニアのアレクサンダー大王が紀元前 332 年にエジプトを占

領すると、アレキサンドリアでヘレニズム文化が生まれ、この地でバ

ビロニアの占星術を基にした占星術が発展しました。この占星術は、

個人のホロスコープを使う現代の占星術により近い形になっており、

アレキサンドリアの学者プトレマイオスが手がけた著書は、西洋占星

術の古典として後世に影響を与えました。

ローマ帝国の時代には、ローマ人にも占星術が浸透していきますが、

コンスタンティヌス帝が 312 年にキリスト教に改宗すると、ローマ・

カトリック教会は占星術に対し否定的な態度を取るようになります。

12 世紀のルネッサンスの時代になると、バビロニアやヘレニズム

の占星術がアラビア語やサンスクリット語に翻訳され、イスラム世界

やインドで花開くことになります。さらにラテン語に翻訳されたこと

で、ヨーロッパで再び学問としての占星術が発展するようになります。

しかし 17 世紀に入ると、コペルニクスによる地動説などの科学革

命が起き、この頃から占星術が天文学と分離、新しい時代がやってき

ます。それが再び注目を集めるのは 19 世紀になってからのこと。神

秘学や神智学の影響を受けて復興し、1970 年代にはニュー・エイジ・

ブームの中で、心理学的自己探究の一つとして人気を集めるようにな

りました。今日では、占いといえば星占いというように、私たちの生

活に身近なものになっています。 （名取 由恵）

西洋占星術の歴史

＜開講コース＞

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～小6 【受験コース】 国語・算数・理科・社会・英語
小６ 【受験基礎コース】 国語・算数・英語
中１～中３ 【受験コース】 国語・数学・英語・理科・社会
 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
 【英語個別指導コース】 インター校の英語ほか教科指導

ご希望の方は、以下までご連絡ください。

※各クラスとも定員になり次第締め切らせていただきます。
※授業日・時間などはホームページにてご確認ください。

online@joba-london.co.uk

1月中体験授業実施

新学年度オンライン授業2月1日開講！
ご自宅から双方向型クラス授業の受講が可能。



忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も日本での引越も
日通グループがお世話致します日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作
業を指揮いたします。業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。ください。

きめ細かなサービスが自慢ですきめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


